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復元する際は、すべてのデータを同じフォルダーに保

存します。 

【工事管理】‐【復元】で復元もとパスにフォルダー名

を指定して、退避データの一覧から選択して復元します。 

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積算データを含めて退避

した際、ファイルサイズが大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

 

 

 

【工事管理】を起動し、メールで送りたい工事を選択して【送信】をクリックします。 

（データロジックに送信したいときは【データロジックに送信】をクリックします。） 

 

工事の退避データを作成します。はいをクリックします。 

工事番号と工事名称の確認メッセージを表示するので、はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

添付データ作成画面が起動します。 

工事データのフォルダーすべてを送りたい場合は【全て退避】を選択し、 

出力した図面データ（Output）・CAD 変換データ（Dxf）が不要な場合などは 

【選択退避】を選択しチェックをはずして、作成をクリックします。 

 

 

 

 

メーラー起動のメッセージを表示します。 

OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

規定のメーラーのメール作成画面が起動します。 

退避した工事データファイルが添付されます。 

宛先・本文を入力して送信します。 

 

工事管理のメール送信から送れます。 


